
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域学校協働活動を実施していくなかで、学習のねらいが十分に達成できなかったことや授業の役割分担が明確で

なく、ボランティアに任せっきりになってしまったことはありませんか。ぜひ和田小学校の実践を参考にスムーズな

連絡調整を行ってはいかがでしょうか。 

本宮市地域学校協働本部では、学校支援コーディネーター（地域学校協働活動推進 
員）が必要に応じて幼稚園、小学校、中学校を訪問し、それぞれのニーズに合わせた 
ボランティアを紹介しています。 
今回は、本宮市食生活改善グループから３名のボランティアの方々においでいただ

き、「廃油石けんづくり」が行われました。ボランティアの方々は、安全に配慮しな
がら廃油と薬剤や水の調合のコツを児童に教えていました。 
児童は、地球に優しい石けんを作る活動を通して環境を守ることの大切さを学ぶこ 

とができました。 

 

 

令和 3年 1２月  日発行 福島県教育庁県北教育事務所 

各種計画等を活用した連絡調整 

～和田小学校の取組～ 
訪問日：令和３年１１月１５日（月）１０：１５～１１：３０ 
場 所：本宮市立和田小学校 
内 容：第４学年 総合的な学習の時間「廃油石けんづくり」 

 

この取組からの学び 

【作成した石けん】 

【石けん作りの様子】 

【体験活動年間計画】 

前年度の反省を生かして体験活
動年間計画を作成し教職員で共通
理解を図っています。 

ボランティア要請・派遣
の時期と内容について把握
し、計画的に準備を進めて
おきます。 

ボ ラ ン テ ィ ア 

【コーディネート依頼受付票】 

具体的な活動内容について
ボランティアに連絡し、受付
票を作成します。 
日程調整を行い、ボランテ

ィアと学校に打合せの日時を
連絡します。 

打合せ 

本時の地域学校協働活動 

各種計画等を活用した連絡調整 

【学校支援ボランティア要請年間計画表】 

地域連携担当教職員・担任 

活動１ヶ月前までに実施日や本

時のねらい等をコーディネート依

頼受付票に記入し、地域学校協働

推進員へ伝えコーディネートを依

頼します。 

年度始めに地域学校協働本
部へ提出します。 

連
絡
調
整 

・ねらいを共有する。 
・本時の役割分担をする。 

・学校とボランティアの準備物を確認する。 

学 校（地域連携担当教職員） 

地域学校協働本部 

（地域学校協働活動推進員） 


